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は近代関西におけ 著名な中国絵画蒐集の一角を占め︑その周辺には犬飼木堂 内藤湖南︑長尾雨山ほかの﹁支那通﹂たちが集った︒状況から見て︑ 雪はなんらか 手立てで本作 そ 以前に参照する機会を得ており この清朝宮廷風俗を古代絵巻に仕立て直して︑
図 4　‌カスティリオーネ《春郊試馬》
1744 年、京都有鄰館（部分）













































































図 5　‌橋本関雪《南国》1914（大正 3）年、第 8回文展、2等賞（左
隻）、姫路市立美術館







































































図 5　‌橋本関雪《南国》1914（大正 3）年、第 8回文展、2等賞（左
隻）、姫路市立美術館
















































































































筆だろう︒関東大震災直後に執筆されたこの随筆で︑関雪は自邸の建築の抱負を述べる傍ら︑ 前はあげぬまま︑さる京都 著名な画家が移 させた別邸を﹁似非風流﹂の例にして﹁虚偽の風雅﹂の恥ずべき見本として悪しざまに貶している︒ ﹁京の画家にして田舎屋の古家を写し来り萱葺にその風流を誇るものあり︒萱ぶきは農家の制なり︑士人の居に非ず︒萱ぶき 風流が 趣味に迎合するなり︒吾はかく 如き似非風流を排す︒虚偽の 雅はバラック 直裁な






































いされている寒山・拾得︒実力に世評が追いつかぬ 自身のなんらかの思い入れも︑あるいはこ 画題に投影されてい だろうか︒
　寒山拾得は︑鷗外や芥川龍之介の影響か︑とりわけ日本では著名
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は﹃二十四孝﹄からとられ 題材で儒教道徳を下敷きとする︒関雪の官展出品作としては例外的に掛物だが︑三幅対形式がすでに欧州のトリプティックを踏襲する︒左手の妻は幼子を抱いており︑右手の郭巨はスコップを手に い 困窮した一家は老母 命を救うためには生まれてきた嬰児 犠牲にせねばならない︒ところが嬰児を生き埋めにするために巨木の根元を掘ってみると︑そこから予期











































実現として説かれていた 関雪が うした思想にどこまで通じていたかには確証はない︒だが父の海関を訪れる多く 清朝遺臣や︑交友を結んだ次世代の民国期中国文人たちとの接触から︑関雪が同時代に日中の文人交流のひとつ 核をなしていた とは否定できまい
（
39）︒










品では定番の寸法だが︑これも六曲一双で高さ一九〇センチメートル︑全長 七メートルを超える大作である︒徴兵に耐えぬ老父に代わって女性 あることを隠して戦役に従軍し︑数々の軍功を立てた伝説の女傑として古詩に歌われた主人公の物語だが︑関雪はこの後にも巻物仕立 の作品
（一九二〇）
を制作し︑これは一九三〇年か
ら翌年にかけて北米 トレド市からニューヨーク市へと日本絵画展の折に巡回した後︑ボストン美術館 寄贈され い
（
41）︒この木蘭詩
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出典： Breves apuntes sobre algunos objetos prehistoricos de la provincia de Santander 





らこれは画家の没後︑散逸したら い︒だ ひとたびこ 解読格子を当て嵌めれば︑ ︽訪隠図︾
（一九三〇）
なども騎馬で山奥の隠者を











に隆起した異形な牛だからである︒関雪は の解剖学にも薀蓄を傾けており︑多くの観衆が牛の種類の見分けもつかないこと 不平述べている︒また﹁相牛﹂とは鑑定士を指す︒ ﹁千里 馬は常 あれども伯楽は常にはあらず﹂と 著名 諺だが︑あき にその教訓を踏まえ︑馬の代わりに牛が据えてある︒とすれば これがいかなる品種の牛か 画家は︑観衆の鑑賞眼を試すべく︑画題を意図的に選んでいたことになる︒
　推察するに︑この牛のような動物は︑家畜ではなく︑有史以前の



















出典： Breves apuntes sobre algunos objetos prehistoricos de la provincia de Santander 







される機会の乏しかった名品が︑あるいは満人官僚旧蔵品や故宮などからの放出品に混じって到来する状況が生まれて た︒さらに呉昌碩に代表されるように︑日本に亡命した清朝遺臣や民国初期の文人たちの書画は︑明末から清初以降の大家たちを基準とする美意識に支えられていた︒南画家として自他ともに任じ 鐵齊との比較が可能なのもそ ゆえである︒だが日本では︑この時期 画家や書家の名前は江戸時代から知られていた せよ その正統 名品 目にする機会はきわめて限られていた︒日本ではこれとは異なり︑伝統的に宋から元にかけて将来さ た わゆ ﹁古渡り﹂が中国書画骨董の評価を決定しており︑ ﹁新来﹂の明末清初以降 作品を受容する下地は︑まだ十分に 整っ いな っ
（
51）︒一九二〇年代には折か
らの関東大震災の余波もあり︑財界の大物も関西に居を移す︒にともない中国新来 骨董を愛玩する﹁支那趣味﹂も醸成される︒関雪の近傍では作家 谷崎潤一郎もその一員といっ よ
（
52）︒そして
清朝遺臣を含む人士とも密接な交流 った海関・関雪親子の周辺には︑こうした新奇 支那趣味に含まれた新傾向を先導し得る︑時代的先駆性が備わっていた︒関雪 郎世寧＝カスティリオーネへいち早い関心も︑そうした文脈で理解される必要が ろう︒
　さらに北宋の院体画や郎世寧流の写実性に富んだ欧風宮廷画とは
対極をなす︑いわゆる南画への関心が高まるのも︑同時代の現象である︒関雪の鐵齊に対す いささかならず無遠慮な評定も︑関雪自身が自らの南画および漢籍に対する確固たる見識を誇示したい自負心と︑決して無 係ではなかっただろう︒実際︑関雪の画業でいわゆる南画的な表現が横溢し じめるのは︑辛亥革命から数年を経た一九一六年頃を待たねばならない︒すでに一九一〇年代か 雑誌﹃白樺﹄などの影響により︑いわゆる後期印象派が日本に紹介され︑﹁絵画の約束﹂論争で白樺派を批判した木下杢太郎などは︑一九一三年の﹃美術新報﹄誌上でいち早くワシリー・カンディンスキーの﹃藝術における精神的なもの﹄
（一九〇八）
に着目し︑同様
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描きそこに湿気を保ったまま濃墨を付加してゆき︑そのうえで焦墨をもって輪郭を破る過程に至る技法だという︒したがって日本で雪村や雪舟の破墨山水と称しているの 不適切であり︑支那 はむしろ溌墨山水に相当する︒なぜなら﹁溌 ﹂ 土筆
（やきずみ）
に





































画はかくもの︑洋画は塗るものとせられて居た︒それが近来の傾向を見ると塗るべく思はれた洋画が却て痛快な筆触 見せて居るに反し︑日本 の若い作家はスリ硝子で 曇らしたやうに︑うすぼんやりと成るべくクマを手際よくすることに丹念して居る
（
68）﹂ ︒国画創作
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ている︒ ﹁最も切実に感じたことは︑西洋の風景には空の色が看照の重要点となることで︑空を除外して 画が成り立たぬと思うに反して︑支那では空の色が風とか雨とか特異の場合以外︑さのみ重要の要素ではないこ である
（
73）﹂ ︒華岳の︽松山雲烟︾制作と同年に刊
行された﹃石濤﹄に︑関雪は自らの蒐集として︑巻の冒頭︑ ︽雨中渡舟︾と名付けた作品を選ん い ︒そこで石濤は︑驟雨の雨脚が画面全体を斜めに降り渡る様を描き出している︒関雪の定義する﹁破墨﹂が︑沛然たる雨空を構成する︒関雪がこの作品をわざわざ自著の劈頭に選び︑ ﹁出色の出来と思ふ
（
74）﹂と巻末に記した理由は明












州視察の成果として︑つぎのような見解も開陳していた︒ ﹁已に近来洋画家の先覚者の中にも東洋画に帰順する ののあることは︑一つにこの空気 支配である
（
71）﹂ ︒ここで﹁空気﹂とは﹁周囲の必然的
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は︑あくまで泰西絵画史のほうが東アジアに比べて遅れを取っているとする著者の価値判断が濃厚である︒税官吏ルソーやファン・ゴッホの場合がそ 例証を提供する︒ ﹁ルツソウとかゴーホの画が若し東洋に在つたならば︑もつと早く生前夙にその真価を認められて居たであろう 思ふ
（
81）﹂ ︒さらに関雪は︑ ﹁セザンヌによって創始さ








































































嵌める論法である︒こうした対比 羅列したうえで︑著者は結論めいた考察に移る︒ ﹁かく連ね來ると殆ど際限 無き程︑多種多様であることは殆ど東西地と時とを隔てゝ︑一次の絶頂期を思はす 十分です︒後期印象派に比 て支那のそれが二百年早く爛熟期に入つて居ることを知らねばならぬ﹂ ︒ ﹁私は後期印象派の諸作を見る時︑その多くのあるものは︑絢爛な 色彩に盛られた南画情趣であるとも云ひ得る︒慧眼な 人 表面 現れざ 皮裡相通す 生命の潜在を知る筈です
（
79）﹂ ︒これに続いて関雪は︑先立って刊行した自著﹃南
画への道程﹄から以下 結論 再録する︒ ﹁最近欧州に擡頭せ 感覚派？
﹇ママ﹈
　の運動も︑東洋に在つては決して新しいものゝ見方では無
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42）  ﹁略年譜﹂ 橋本関雪 展図録︑兵庫県立美術館︑二〇一三年︑一三一頁︒
表現主義と気韻生動
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ia Sinica, 2006, pp. 12
︱35.  和訳は稲賀﹃絵画の
臨界﹄所収︒本件に先鞭を着けた先行研究とし は︑西槇偉﹃中国文人画家の近代 思文閣出版︑二〇〇五年︑二五九～二六〇頁︒
（
86）  
本稿は冒頭に触れた筆者による英文原稿を任意に日本語に抄訳したもの
である︒なお紙面の都合から︑一九二五年以降︑一 四五年の晩年に至る橋本関雪の画業については︑兵庫県立美術館の講演では言及・分析した ︑ここでは割愛した︒また稿を改めたい︒
